
 

 
 ☆コンデンサーの 
   つなぎ方 
 
 コンデンサーのつなぎ方にも、抵

抗の場合と同じように直列接続と並

列接続があるのは知っていますね。

そして、直列や並列につないだ場合

の合成静電容量は、抵抗の場合とち

ょうど逆の関係になっていました。

では本当にそうなのかどうかを、実

験で確かめてみることにしましょう。 
 実験には、第1図のようなものを

用意してください。ディップ・メー

ターは、LC 共振回路の共振周波数
を測るのにとても便利なものですか

ら、たいていの方は持っていらっし

ゃることでしょう。 
 コイルは、このハム実験教室の第

1回目(1979年 1月号)で作ったもの
です。1 月号を持っていない方のた
めに、もう一度作り方を第2図に示

しておきます。 
 セラミック・コンデンサーは、

100pF前後の値のものを2個用意し
ます。ここでは 100pFと 150pFで
やりますが、あなたはこれ以外の値

のもの(たとえば 82pFと 100pFと
か、100pF と 220pF といったよう
に)を用意してやってみてください。 
 実験は、コンデンサーをコイルに

つないで LC共振回路を作り、その
共振周波数をディップ・メーターで

測りながらやります。 
 では実験の準備として、コイルの

インダクタンスを求めておきましょ

う。それには、第3図のようにコイ

ルに 100pF のコンデンサーをつな
ぎ、ディップ・メーターで共振周波

数を測ります。私の実験では、共振

周波数は 6.2MHzと出ました。 
 そこで、おなじみの 

     f = ଵଶπ√LC    ………① 

という公式を変形すると、 
 
 
 
という式が出来ます。この式でイン

ダクタンスを計算してみると約 6.6
μHという答が出ました。あなたの
コイルはどうでしたか。 
 それでは実験にかかりましょう。

まず、コンデンサーの直列接続から

実験してみることにします。 
 コンデンサーの直列接続の場合の

公式は 

     C = 
ଵభCభ ା భCమ 

でしたね。そこで、C1=100pF、
C2=150pF として計算してみると
C=60pFと求まります。 
 では、第4図のようにコンデンサ

ーを直列につないで、ディップ・メ

ーターで共振周波数を測ってみまし

ょう。すると、結果は 8MHzと出ま
した。 
 では、この結果からコンデンサー

の値がいくらだったのかを計算して 
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みることにしましょう。例によって

①式を変形すると、 
 
 
という式が出来ます。この式でコン

デンサーの静電容量を計算してみる

と、 

   C = 
ଵସ஠మൈሺ଼ൈଵ଴లሻమൈ଺.଺ൈଵ଴షల 

     ൌ ଵ଴లସ஠మൈ଼మൈ଺.଺ ×10 －12 

     ≒ 60(pF) 
となり、前の直列接続の公式での計

算結果とほぼぴったりです。 
 コンデンサーの値をちがえてやっ

たあなたの実験結果はどうでしたか。 
 では、コンデンサーの並列接続に

いきましょう。並列接続の場合の公

式は、 
C=C1 + C2 

でしたね。ですから C1=100pF、
C2=150pFだと、合成静電容量Cは
250pFです。 
 では、第5図のようにコンデンサ

ーを並列につないで共振周波数を測

ってみましょう。すると、約 3.9MHz
と出ました。そこで②式で計算して

みると、 

C = 
ଵସ஠మൈሺଷ.ଽൈଵ଴లሻమൈ଺.଺ൈଵ଴షల 

    = 
ଵ଴లସ஠మൈଷ.ଽమൈ଺.଺ ×10－12 

    ≒253(pF) 

となりました。 
 やってみるまでは、

これ程の実験の精度

はあまり期待できな

い(せいぜい±10%
くらいの範囲にはい

ればいい)と思って
いたのですが、結果

は予想以上の正確さ

です。 
 実験そのものもさ

ることながら、この

精度の高さがわかっ

たのも大きな収獲と

いうところです。 
 なお、使用したディップ・メータ

ーは、デリカのトランスディッパー

WB-200です。デリカのディップ・
メーターのダイアル目盛りは 1台 1
台較正して手書きされているとのこ

とですが、さすがに正確なようです。 
 なお、周波数をさらに正確に知り

たければ、ディップ・メーターに周

波数カウンターを結合し、実際に周

波数を測りながらやるという手もあ

ります。 

 C =  
4π2 f 2 L 

1 
……… ② 
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☆磁気誘導と静電誘導 

 電磁気学の勉強をすると、磁気誘

導とか静電誘導というのが出てきま

すね。 
 このうち、磁気誘導というのは磁

石が鉄を吸いつける現象ですから、

たいていの人がやってみたことがあ

るでしょう。 
 そこで、今回は静

電誘導の実験をして

みることにしましょ

う。実験には、第 6

図のようなものを用

意します。 
 用意ができたら第

7 図のようにアルミ

ホイルに糸をセロテ

ープではりつけ、糸

を机などにセロテープでとめてアル

ミホイルが自由に動けるようにして

おきます。 
 準備ができたら、セルロイドのス

ケールをかわいた布ではさんでよく

こすり、第8図のようにアルミホイ

ルに近づけたらゆっくりとはなして

みます。すると、アルミホイルがス

ケールにくっついてきたでしょう。 
 これは、スケールをアルミホイル

に近づけたとき、スケールにおきた

まさつ電気によってアルミホイルの

中にちらばっていた電荷が引きつけ

られ、そのためにアルミホイルがス

ケールに吸いついたのです。 
 なお、第8図でもわかるようにア

ルミホイルの反対側には、引きつけ

られた側と反対の電荷が集まります。 
 この実験は、風があってアルミホ

イルがふらついていたり、湿度が高

くてまさつ電気がうまく起きないと

きにはあまりうまくいきません。 
 
 ☆電流で磁界を 
   発生させる実験 
 
 これは電磁石でおなじみのもので

すが、実験としては第9図のような

方法がよく行われます。 
 この実験は導線に大きな電流が流

れますから、電流を流しっぱなしに

しないことがたいせつです。電池の

○＋端子のところをスイッチにして、

実験のときだけスイッチをとじるよ

うにします。 
 磁針はハイキングなどのときに方

角を確かめるものですが、もしなけ

ればお皿に水をいれ、その上に磁化

した針を浮かしたものでもOKです。
針を磁化するには、磁石に針を同じ

向きに何度もこすりつけます。 
 つぎに、最近ではリングになった

磁石がたくさんありますから、これ

を使って実験をしてみましょう。実

験に必要なのは、第10図に示したよ

うなものです。 
 準備ができたら、第11図のように

して実験をします。 
 まず、リングになった磁石を糸で

ぶらさげ、自由にまわるようにして

おきます。 
 つぎに、ビニール線を磁石の中に

通し、電池につないで電流を流しま

す。電流を流すときの注意は、第 9

図の揚合と同じです。 
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 実験の結果はどうでしたか。第 9

図の実験では導線に電流を流すと磁

針や磁化された針が力を受けて動い

たのですが、第11図でもやはり磁石

が力を受けてくるりとまわったでし

ょう。 
 ついでに、電池の○＋○－を入れかえ

ると磁石の動き(まわる方向)がどう
なるかも実験してみてください。 
 
 ☆磁石で電気を 
   おこしてみよう 
 
 では、電磁誘導の実験にはいりま

しょう。まず、磁石を使って電気を

おこしてみることにします。 
 実験に必要なのは、第12図のよう

なものです。トランスは、トランジ

スター用の出力トランスです。磁石

は、棒状のものや馬てい形のもので

もいいのですが、ぜひ強力なものを

用意しましょう。ここで使ったのは

直径 60㎜、厚さが 8㎜くらいのも
ので、指をはさむとつぶしそうにな

るほど強力なものです。 
 部品がそろったら、第13図のよう

にトランスにテスターをつなぎます。

テスターはDCVの最小レンジ(たと
えば0.5Vとか0.1V)にしておきます。 
 ちなみに、トランスの巻数の感じ

は第13図のようになっており、2本
の線しか出ていないほうは巻数はと

ても少なく、3 本の線が出ているほ
うはたくさん巻いてあります。 
 準備ができたら、テスターの○＋の
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リ一ド線はトランスの緑の線につな

ぎ、トランスに磁石を近づけてみま

しょう。すると、磁石を動かした瞬

間にテスターの指針がピクンと振れ

ます。でも、トランスに磁石をいく

ら近づけても、動かさなければテス

ターの指針は振れませんね。 
 磁石を動かしたときにメーターの

指針が振れたということは、電気が

おきたということです。また、メー

ターの指針をよくみていると、磁石

の動く方向によって指針の振れる方

向が変わるのにも気がついたでしょ

う。これは、おきている電気の方向

(○＋○－ )が変わっているということを
あらわしています。 
 私の実験では、第12図のようなリ

ング状の磁石の場合には、第14図の

ようにトランスをすっぽり出し入れ

したときに、テスターの指針がもっ

ともよく振れました。あなたの磁石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の場合には磁石をどの方向から近づ

けたらテスターの指針がいちばんよ

く振れるかを調べ、そのやり方でつ

ぎの実験にいきましょう。 
 電磁誘導では、起電力の大きさは

ファラデーの法則によってきまると

いうことを勉強しましたね。 
 では、テスターの指針をみながら

磁石(またはトランス)を速く動かし
たり、ゆっくり動かしたりしてみま

しょう。すると、速く動かしたとき

には指針は大きく振れ(起電力が大
きい)、ゆっくり動かしたときには小
さくなりますね。 
 磁石を速く動かすということは磁

力線の変化が速いということで、磁

石をゆっくり動かすということは磁

力線の変化もゆっくりだということ

です。 
 これで、起電力の大きさは、磁力

線の変化する速さに比例するという

ことがわかりまし

たね。 
 ついでに、テス

ターの＋のリ一ド

線を第 13 図の点
線で示したように

赤線につなぎかえ、

今までと同じよう

に実験してみまし

ょう。すると、同

じようにやっても

メーターの指針の

振れが少なくなっ

た(すなわち、起電 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

力が小さくなった)でしょう。 
 テスターをトランスの赤線につな

ぎかえたということは、巻いてある

コイルの巻数が半分になったという

ことです。 
 このことから、電磁誘導の起電力

は、コイルの巻数に比例するという

こともわかりますね。 
 最後は、起電力の方向の実験です。

起電力の方向はレンツの法則で決ま

るということは勉強したとおりです

が、実験でやってみるとどういうこ

とになるでしょうか。 
 まず、テスターの＋のリード線を

もとのようにトランスの緑線にうつ

し、第 15 図のように磁石をひっく
りかえしながらトランスを動かす方

向とメーターの指針の振れる方向の

関係を調べてみてください。すると、

磁石をひっくりかえすとトランスを

動かす方向とメーターの指針の振れ

る方向の関係が反対になることがわ

かるでしょう。 
 この実験からはレンツの法則その

ものはわかりませんが、起電力の方

向がレンツの法則にしたがっている

ことはわかりますね。 
* 

 さて、このあといよいよ電磁誘導

の本命であるトランスの実験にはい

ろうと思ったのですが、誌面がなく

なってしまいました。次回はここか

ら始めますので、楽しみにしていて

ください。 
End 
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